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AsiaLinks -アジア関係リンク集-
を例として

平成19年度京都大学図書館機構 第２回講演会

「国立国会図書館におけるレファレンスの方法論」

平成20年1月16日（水）13:30~15:30
国立国会図書館関西館アジア情報課 田中福太郎

日常のレファレンスから
情報発信へ（３）
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本日お話しすること

１．AsiaLinks-アジア関係リンク集-とは

２．リンク集掲載までの流れ

３．まとめ
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アジアリンクス

1.1AsiaLinks -アジア関係リンク集-とは
(http://www.ndl.go.jp/jp/service/kansai/asia/link/
asia_05link.html)
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1.2.AsiaLinks -アジア関係リンク集-とは

アジアに関するインターネットサイトを

国・地域別、テーマ別に整理したリンク集

■収録対象地域

東アジア（日本を除く）、東南アジア、南ア
ジア、中東・北アフリカ、中央アジア

■リンク総数

約7,000サイト
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• 2002年10月より、アジア情報室

ホームページ開設時に「リンク集」と
して公開。リンク数は約1,500。

• 2004年1月より多言語対応し、現地

語表示が可能になる。

１.3.AsiaLinks –アジア関係リンク集-とは
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１.4.AsiaLinks –アジア関係リンク集-とは

■目的

・紙の資料ではカバーしきれない最新の情報を

インターネットを通じて入手する

・多くのインターネット情報の中から信頼できる

ものへの道案内

■リンク先の選定

・調べ物に役立つ

・国・地域の事情が分かる

・日々の目録作成やレファレンスなどから
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2.リンク集新規掲載までの流れ

1. サイトを見つける

・日々のレファレンス

・テーマ別調べ方案内作成時

・アジア情報室通報「レファレンスツール

紹介」作成時

・リンク切れチェック時

２．どこが作成しているかをチェック

３．掲載
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2.1．サイトを見つける

日々のレファレンス

• レファレンス回答の際に使用した資料ま
たは検索エンジン等でヒットしたサイト。

■例１．韓国の自動車部品統計

■例2．英文タイトルの医学系論文

9

■例1．韓国の自動車部品統計

１．『機械産業貿易統計年報』などで大まかな数値
は分かるが、部品ごとには掲載されていない。

２．資料に掲載されていた関連団体のサイトを見る
と、部品ごとの詳細な統計が掲載されていた。

３．数値の出典をみると、貿易協会とある。

４．すでにAsiaLinksに掲載されているが、機関また

は企業ダイレクトリーとしての紹介のみ。

５．貿易統計が詳細に検索できる旨の記述を追加。
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例:ビジネス･企業情報（韓国･北朝鮮）
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■例2．英文タイトルの医学系論文

１．googleで論題名、誌名、著者名等で検

索し、韓国語誌名を割り出す。

２．国立中央図書館OPACで確認し、回答。

３．そのとき、医学系論文を収録するデータ
ベースがヒットしたことを知る。

４．医学関係団体が作成しており、信頼で
きると判断し、新規掲載することに。
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例:自然科学（韓国･北朝鮮）
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2.1．サイトを見つける

テーマ別調べ方案内作成時

• 調べる際に役立つ紙資料のほか、有用
なサイト、類縁機関等も紹介している

■例「アジアの規格情報」
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2.1．サイトを見つける

アジア情報室通報「レファレンスツー
ル紹介」作成時

• テーマに沿って有用な参考資料、サイト
を紹介している。

• 『アジア情報室通報』は、アジア関係資
料の紹介のほか、アジア地域の出版･図
書館事情などを掲載する季刊誌。

■例 言語・辞書 : 大韓民国(韓国)・朝鮮
民主主義人民共和国(北朝鮮)
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例:アジア情報室通報レファレンスツール紹介
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2.1．サイトを見つける

リンク切れチェック時

• 国・地域別リンク集のリンク切れの確認
の際にサイトの内容もチェックする。

• 新たなデータベースなどが公開されてい
る場合は、「テーマ別」リンク集に掲載。
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2.リンク集新規掲載までの流れ

２．どこが作成しているかをチェック

• 公的機関、大学、研究機関、学会、業界団体、
シンクタンク等

• 上記サイトで情報が得られにくい地域であれ
ば、個人サイト、一企業のサイトであっても掲
載。その際なるべく解説を付すようにしている。

■例:法律 : 大韓民国(韓国)・朝鮮民主主義人
民共和国(北朝鮮)
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2.リンク集新規掲載までの流れ

３．掲載

• ページの維持･管理はアジア情報課員
が行っている。

• ホームページ班は、中国・コリア･諸地域
担当各1名と管理者で構成。
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３．まとめ

• 日々のレファレンスで有効に利用で
きたサイトを逐次反映

• 様々な媒体で有用なサイトを紹介し、
日々のレファレンスに活用

• メンテナンスが追いつかないことも

ご質問･ご意見等ありましたら
お願いいたします


